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平成の教育が終わった 

校長  藤弘 のぞみ     

 

 本日，令和２年度が終了しました。それとともに，平成２４年度に始まった学習指導要領も，途中３回の見直しは

あったものの，終了しました。 

 平成はわずか３０年ほどでしたが，平成の始まりの頃は「情報社会」とは言いながらも，まさかこんなに早くスマ

ートフォンやタブレットが個人に普及し，流通業界のスピード化がこんなに早くなされるとは，日本では一部の人し

か想像していなかったことと思います。学校の教育は時代の進行に合わせて変化するので，現在の想像を絶する

デジタル上の早い変化に，どんどんついていく必要があります。私たち学校職員は，日々，世の中についていくた

めに，懸命に勉強をしていますが，追いつくのは本当に大変です。 

 

 デジタルの力がどの位すごいか……つまり，スマートフォン・パソコン・タブレットを駆使して生み出されるもの

をお金に換算した総額と，日本人１億２千万人が，毎日汗を流して生み出すものをお金に換算した総額（正しくはＧ

ＤＰ＝国内で生み出す価値の総額）を比較したデータがあります。 

 

アップル・アマゾン・マイクロソフト・フェイスブック・グーグル５社の計(2020) 

   １２５万人の社員が働いて １年間に ６５７兆７，２５０億円 

         日本の国内総生産（２０１９） ＊日本とアメリカは会計年度が違います。 

              １億２，６１６万人の国民が働いて １年間に ５５７兆７，１５０億円 
                                     （上川教育局『誰一人取り残すことのない令和の日本型学校教育』から引用）                               

 

 人生は，お金の額で幸せをはかれるものではありませんが，「子どもたちが大人になったとき，現在の職業の６

割以上が存在しない」という話は，上のデータを見ればおそらく本当です。日本人の１００分の１の人間で，同額以

上の価値を生み出すことができるのですから。 

 

 これからの学校教育は，【答えが一つではない課題に子どもたちが向き合い，考え，議論して（つまり他と協働

して），何種類かの解決策を導く】ことに，真剣に取り組むことになります。 

 とすると，家庭教育の在り方も変わる必要があります。親と子の１対１対応で，我が子の言い分だけを聞き，我が

子の姿だけを見たとしたら，時代が見えなくなるかもしれません。 

 

 次年度も，ご家庭と学校が車の両輪となり，同じゴールを目指していきたいと思います。 

 令和２年度，大変お世話になりました。多大なご支援をありがとうございました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 4 月 

４月  １日（木）年度始休業 ～４／５ 

６日（火）着任式・始業式・入学式 

    ７日（水）二計測，視力・聴力検査 

    ８日（木）前期認証式 

    ９日（金）常任委員会 

１２日（月）対面式 

１４日（水）学力テスト（全学年），職員会議 

   １５日（木）二者懇談 ～２７日 

   １８日（日）第１回参観日，ＰＴＡ総会 

   １９日（月）振替休業 

   ２０日（火）交通安全教室，研修日 

２１日（水）常任委員会 

２３日（金）生徒総会 

２７日（火）心電図検査（１年生） 

２９日（木）昭和の日    

■交通安全・防犯の標語を下川町交通安全防犯協会様より

表彰されました。 

 ＜交通安全の部＞ 

 【最優秀賞】    

 野崎 藍来さん 「一瞬の 油断と隙が 事故のもと」 

 【優秀賞】 

 中西 海斗さん  西田蓮太郎さん  塚辺礼温心さん 

 【佳作】 

 長澤 奏さん  梅坪 日菜さん  髙橋 成生さん 

 伊藤 律夢さん 

 ＜防犯の部＞ 

 【最優秀賞】 

 佐藤 虹斗さん  「鳴らそうよ 防犯ブザーと 心のブザー」 

 【優秀賞】 

 折原 幹太さん 

 【佳作】 

 野原 蒼矢さん 三島将太郎さん 

■２月２５日に読売新聞山崎販売店山崎様から新聞をも

っと身近に読んでもらいたいと新聞閲覧台を寄贈して頂

きました。 

 早速，図書常任委員会で新聞をのせ図書室の暖房の近く

に設置し心地よい空間を作りました。少しでも社会のこと

に興味をもつ生徒が増えることを願っています。 

 

■下川町ボランティアセンター運営委員会が主催す

る福祉標語で３名が表彰されました。 

 【優秀賞】 

 鎌上聖都さん  

 【優良賞】 

 松岡杏奈さん 

 【佳作】 

 川崎莉愛さん 

■生徒会書記局が下川小 

学校と協力して集めたリ 

ングプル。今年度，中学 

校に届けられた分が写真 

になります。 

みなさん，ご協力あり 

がとうございました。 

 

■３月１５日にイトイ産業様がグラウンドに融雪剤の散布

を行いました。大人が飛び跳ねても沈まないほど堅くなっ

た雪に９名のみなさんが手作業で行ってくださいました。

一気に雪解けが進んでいます。ありがとうございました。 


